成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会　　派　　名
	市民ネット・むろらん

	議　　員　　名
	佐藤　潤・小田中　稔・水江　一弘・児玉　智明・立野　浩靖

	調査実施年月日
	平成２４年１１月２０日

	調査先　自治体名等
	大分県豊後高田市

	調　査　項　目
	「昭和の町」について

「学びの２１世紀塾」について

	調　査　目　的
	行政と民間との連携がどのように図られているのか

経済効果はどのようなことがあるのか

教育の部分で行政独自の取り組みがどのように行われているのか

どのような内容なのか

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：２３，７９９人（Ｈ２４．１０．１現在）　　　行政面積：２０６．６５ｋ㎡

２　視察内容
「昭和の町を生かした商店街振興策」について

1 商店街等活性化事業として取り組んだ経緯

2 行政・商工会議所・商業者の３者がどのような協力をしたのか

3 現在はどのような協力をしているのか

4 今後の課題と取組みは

「学びの２１世紀塾」について

1 開塾に至る経緯について

2 行政支援の内容

3 具体的な取組みについて

4 現在に至るまでの市民の対応は

5 今後の取組みは

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	「昭和の町」を掲げた商業振興策においては商業者が「一店一品」から「一店一宝」という斬新な発想から商店街が魅力を発信、行政にあたっては古き良き昭和のたたずまいを維持するための助成を行い店先の改修などに公助、かつ記念館を整備、現在は観光まちづくり株式会社が窓口となり、案内人を派遣しながら４０万人の観光客が訪れるまでになったもので、室蘭市においても地域の努力とそれを後押しする行政や団体との連携を強める必要性を感じ、参考にできる商店街振興の事例と受け止められました。

「学びの２１世紀塾」においては平成１４年に開塾され、児童生徒の必要性に応じて年々新たに充実した講座を提供しているもので、そこには学校の教職員だけではなく地域の住民の方が関わっており、町をあげて地域ぐるみで未来を拓く人材育成のためにあらゆる教育の機会を提供していました。

子供達にあらゆる教育の機会の場の提供によって学力の向上や人材育成につながっている点など室蘭市においても今後の放課後児童対策のヒントになるすばらしい事例でした。教育からのまちづくりの必要性を痛感させられました。


